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こ
の
ほ
ど
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
新
し
く
収
蔵
さ
れ
た
明
刊
本
『
鼎
鐘
國
朝
史
記
事
實
類
編
評
繹
日
記
故
事
」
四
巻
は
、
豫
章
樂
華
逸
士
編
、
線
装
一
冊
。
版
式
は
上
下
二
段
、
上
段
二
十
四
行
五
字
、
下
段
十
行
二
十
字
、
椎
高
㎜
㎝
（
巻
一
巻
首
、
写
真
1
）
で
、
上
段
に
語
句
の
註
繹
が
あ
り
、
本
文
中
に
は
評
点
が
付
さ
れ
る
。
封
面
は
無
く
、
目
録
の
末
尾
に
は
、
「
萬
暦
歳
新
月
吉
旦
」
、
「
禮
部
春
官
纂
」
、
「
皇
明
日
記
　
　
目
録
畢
」
と
あ
り
、
江
西
出
身
の
礼
部
（
お
そ
ら
く
は
南
京
礼
部
）
の
官
僚
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
万
暦
年
間
に
南
京
で
版
行
さ
れ
た
ら
し
い
（
写
真
2
）
。
た
だ
し
、
編
者
の
樂
華
逸
士
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
詳
。
題
名
の
通
り
、
明
末
に
盛
行
し
た
『
日
記
故
事
』
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
巻
一
の
内
題
に
は
「
鼎
銀
國
朝
史
記
事
實
類
編
評
繹
日
記
故
事
』
と
あ
り
、
「
豫
章
　
樂
華
逸
士
　
編
輯
」
「
京
陵
　
周
氏
　
梓
行
」
と
み
え
る
。
明
末
の
南
京
の
周
氏
は
当
時
の
版
刻
の
業
界
で
は
名
の
知
ら
れ
た
一
族
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
く
、
繧
詠
禾
『
明
代
出
版
史
稿
』
（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
や
杜
信
孚
『
明
代
版
刻
綜
録
』
（
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
三
）
、
同
『
全
明
分
省
分
県
刻
書
工
搬
肇
　
楽
遠
繋
羅
京
交
，
周
．
旗
霧
麟
遜
、
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写真2　目録末
考
』
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
を
見
れ
ば
、
い
く
つ
も
の
小
説
で
知
ら
れ
る
周
日
校
（
万
巻
楼
）
や
周
近
泉
（
大
有
堂
）
な
ど
と
い
っ
た
名
前
が
す
ぐ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
　
巻
一
末
尾
に
は
「
皇
明
風
教
新
書
巻
之
一
終
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
抄
補
さ
れ
た
巻
四
の
末
尾
は
「
鼎
鎭
國
朝
史
記
日
記
新
書
四
巻
畢
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
巻
二
の
内
題
は
『
鼎
鐙
國
朝
史
記
事
實
類
編
評
繹
日
記
』
、
巻
四
は
『
鼎
銭
國
朝
史
記
事
實
類
編
評
繹
日
記
新
書
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
『
國
朝
史
記
事
實
類
編
評
繹
日
記
故
事
』
や
『
皇
明
日
記
新
書
』
、
『
皇
明
風
教
新
書
』
と
い
う
よ
う
な
名
は
各
種
の
書
目
類
に
は
見
当
た
ら
な
い
、
明
末
で
は
い
ざ
知
ら
ず
今
と
な
っ
て
は
貴
重
な
一
本
で
あ
る
。
　
書
自
体
に
か
な
り
傷
み
が
あ
っ
た
の
か
装
丁
し
直
さ
れ
、
最
初
と
最
後
の
一
葉
は
抄
補
さ
れ
た
も
の
で
、
巻
頭
第
一
葉
表
の
序
文
に
は
斜
め
に
大
き
な
欠
落
が
あ
る
。
最
初
に
は
「
皇
明
日
記
新
書
序
」
と
い
う
樂
華
の
一
葉
半
の
序
（
毎
行
十
六
字
）
が
あ
り
、
そ
の
末
尾
に
「
故
扁
日
風
教
日
記
新
書
云
」
と
あ
る
。
次
い
で
目
録
（
十
一
葉
）
が
置
か
れ
、
目
録
の
次
に
は
婦
人
の
寝
室
に
病
中
の
婦
人
と
赤
子
を
抱
い
た
小
間
使
い
が
描
か
れ
た
半
葉
の
挿
図
が
あ
り
（
写
真
3
）
、
巻
一
の
本
文
へ
と
続
く
。
あ
る
い
は
、
病
中
の
婦
人
で
は
な
く
最
初
に
お
か
れ
た
故
事
の
太
祖
朱
元
璋
の
誕
生
の
図
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
各
巻
第
一
葉
表
と
本
文
中
の
第
十
四
葉
表
、
第
二
十
八
葉
表
の
計
三
ケ
処
に
は
半
葉
の
精
巧
な
挿
図
が
お
か
れ
、
計
十
二
図
が
あ
る
（
写
真
4
）
。
挿
図
の
雰
囲
気
は
徽
州
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
全
相
本
で
は
な
く
各
巻
の
初
め
に
繍
像
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写真3婦人図
を
掲
げ
る
の
は
南
京
の
刊
本
に
よ
く
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
『
日
記
故
事
』
と
称
す
る
も
の
で
は
万
暦
新
歳
の
木
記
の
あ
る
劉
龍
田
刊
「
新
鎮
類
解
官
様
日
記
故
事
大
全
』
七
巻
も
、
巻
首
の
二
十
四
孝
の
部
分
以
外
は
、
こ
れ
と
同
じ
く
全
相
本
で
は
な
く
、
巻
頭
に
挿
図
を
置
く
形
式
で
あ
る
。
　
巻
頭
の
序
は
以
下
の
通
り
、
一
部
の
文
字
は
俗
字
を
改
め
傍
線
を
付
し
た
。
　
　
皇
明
日
記
新
書
序
　
　
皇
上
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
相
弼
諸
干
内
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
声
教
化
威
三
登
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
固
難
而
保
治
尤
難
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
之
日
恒
不
忘
教
思
無
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
有
道
之
長
也
先
民
有
言
　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
其
　
　
＊
＊
＊
＊
則
思
其
民
以
是
二
者
往
来
干
胸
　
　
中
也
不
倭
精
神
暦
注
尤
欲
数
一
得
之
愚
持
　
　
為
當
寧
献
徐
思
之
錐
志
三
代
之
英
未
若
當
　
　
時
見
於
行
事
之
著
明
也
不
辟
鄙
随
採
輯
我
　
　
明
哲
相
賢
宰
施
澤
於
當
年
貞
女
仁
人
遺
芳
　
　
於
后
世
日
累
月
積
類
編
成
書
錐
不
敢
日
標
　
　
徳
緬
功
之
言
少
有
禅
干
風
教
耳
君
子
幸
而
　
　
懲
勧
干
上
小
人
幸
而
観
感
干
下
而
時
雍
風
　
　
動
之
休
燗
然
在
目
也
然
所
謂
者
濁
言
在
耳
　
　
其
人
與
骨
皆
已
朽
　
耐
之
何
其
持
而
則
之
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詩
云
股
聾
不
遠
在
夏
后
之
世
又
云
有
覚
徳
　
　
　
　
　
　
　
　
謝
　
　
行
四
國
順
之
善
乎
孟
氏
云
尚
論
古
之
人
是
　
　
以
論
其
世
也
狸
為
保
治
良
規
故
扁
日
風
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
記
新
書
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樂
華
拝
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餅
　
　
序
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刻
ま
た
、
目
録
に
記
さ
れ
る
各
習
は
以
下
の
と
お
り
で
、
故
事
の
甦
数
を
各
類
の
後
に
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
一
巻
（
6
9
条
）
生
相
（
9
）
、
学
知
（
5
）
、
孝
親
（
1
2
）
、
敬
長
（
4
）
、
立
身
（
1
0
）
、
齊
家
（
2
）
、
忠
臣
（
1
7
）
愛
民
（
1
0
）
　
　
二
巻
（
8
1
条
）
尊
賢
（
7
）
、
隆
師
（
2
）
、
信
友
（
2
）
、
仕
宙
（
4
）
、
崇
禮
（
6
）
、
惇
義
（
6
）
、
關
邪
（
8
）
、
逐
妊
（
9
）
、
救
正
（
3
）
、
遠
色
（
3
）
、
清
廉
（
1
8
）
、
鰻
介
（
1
0
）
　
　
三
巻
（
7
7
条
）
気
節
（
9
）
、
奇
才
（
1
1
）
、
雅
量
（
9
）
、
威
望
（
1
4
）
、
誠
格
（
4
）
、
媚
悦
（
1
5
）
、
貧
寵
（
5
）
媚
嫉
（
5
）
、
内
閣
（
5
）
　
　
四
巻
（
6
7
条
）
裁
乱
（
7
）
、
奇
異
（
1
1
）
、
感
徳
（
8
）
、
化
物
（
3
）
、
貞
烈
（
6
）
、
帰
隠
（
9
）
、
訓
子
（
3
）
遭
遇
（
8
）
、
見
機
（
4
）
、
神
仙
（
3
）
、
考
終
（
5
）
「
潔
嵐
、
欝
輔
鰍
霧
羅
獣
灘
、
［
難
写真5　目録　第一葉
　
本
文
中
に
は
記
さ
れ
な
い
が
、
目
録
の
標
題
に
は
　
　
生
有
聖
瑞
〔
元
大
暦
元
年
〕
と
い
う
よ
う
に
年
号
が
注
記
さ
れ
て
い
て
（
写
真
5
）
、
目
録
に
記
さ
れ
た
年
号
で
見
る
限
り
は
、
概
ね
嘉
靖
年
間
ま
で
の
も
の
で
、
収
め
ら
れ
る
故
事
の
な
か
で
は
巻
二
、
顛
介
類
「
死
賢
干
生
」
隆
慶
二
年
や
巻
四
、
貞
烈
類
、
「
史
氏
刺
面
」
万
暦
五
年
が
最
も
遅
い
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
巻
一
、
忠
臣
類
「
罵
賊
死
烈
」
（
元
至
正
二
十
年
／
宋
龍
鳳
六
年
）
、
巻
二
、
惇
義
類
「
與
城
存
亡
」
（
洪
武
計
五
年
／
靖
難
建
文
四
年
）
巻
三
、
奇
才
類
「
王
佐
奇
才
」
（
洪
武
計
四
年
／
即
建
文
四
年
）
、
巻
三
、
媚
悦
類
「
稻
頒
功
徳
」
（
呉
元
年
／
元
至
正
廿
七
年
）
巻
四
、
奇
異
類
「
夢
神
救
駕
」
（
洪
武
三
十
五
年
／
即
建
文
四
年
）
と
い
う
よ
う
に
、
龍
鳳
や
建
文
の
年
号
の
表
記
が
み
ら
れ
る
の
も
特
徴
的
で
あ
ろ
う
。
　
各
類
の
故
事
は
、
処
々
時
期
が
前
後
す
る
例
外
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
年
代
順
に
並
べ
よ
う
と
し
た
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。
最
初
の
生
相
類
に
は
九
故
事
が
あ
る
が
、
朱
元
璋
の
誕
生
時
の
奇
瑞
を
記
す
「
生
有
聖
瑞
」
（
元
大
暦
元
年
）
か
ら
明
中
期
の
「
状
元
志
量
」
（
正
徳
三
年
）
ま
で
の
故
事
が
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
写
真
で
み
る
と
、
本
文
中
に
は
小
字
の
双
行
註
が
施
さ
れ
る
他
、
評
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
年
号
、
人
名
に
は
傍
線
が
付
さ
れ
、
地
名
は
（
福
建
晋
江
）
と
い
う
よ
う
に
括
弧
で
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
段
に
は
「
救
時
宰
相
考
」
、
「
御
史
考
」
、
「
萢
文
正
公
考
」
や
「
乳
虎
什
（
繹
）
」
、
「
九
原
繹
」
、
「
参
註
」
、
「
集
覧
」
と
い
っ
た
出
典
や
語
句
、
音
の
注
釈
、
「
集
評
」
、
「
参
評
」
と
い
っ
た
評
言
が
お
か
れ
て
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い
る
。
ま
た
俗
字
が
よ
く
用
い
ら
れ
、
年
号
に
も
景
泰
を
景
太
、
嘉
靖
を
加
靖
と
い
う
よ
う
な
表
記
が
み
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
全
般
的
に
み
て
本
書
は
必
ず
し
も
教
養
の
あ
る
読
書
人
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
読
者
を
想
定
し
て
い
た
の
か
を
、
明
末
に
数
多
く
編
纂
さ
れ
た
『
日
記
故
事
』
と
の
関
係
に
お
い
て
記
し
て
お
こ
う
。
『
日
記
故
事
』
と
は
子
部
、
類
書
類
、
彙
考
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
、
題
名
は
「
日
々
記
憶
す
べ
き
故
事
」
と
で
も
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
元
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
小
学
日
記
故
事
』
の
後
を
受
け
た
一
種
の
啓
蒙
書
で
、
故
事
の
書
は
『
君
臣
故
事
』
な
ど
元
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
以
来
の
全
相
本
の
も
の
が
数
種
残
っ
て
い
る
。
な
お
、
故
事
と
称
す
る
も
の
で
古
い
も
の
に
は
、
南
宋
嘉
定
五
年
序
刊
の
楊
次
山
『
歴
代
故
事
』
十
二
巻
（
『
静
嘉
堂
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
史
部
、
史
紗
類
）
が
あ
る
。
　
明
中
期
に
は
坊
刻
本
が
多
く
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
葉
盛
『
水
東
日
記
』
巻
十
二
、
日
記
故
事
に
、
　
　
故
事
書
、
坊
印
本
行
世
頗
多
、
而
善
本
甚
鮮
、
惟
建
安
虞
紹
　
　
『
日
記
故
事
』
以
為
一
主
楊
文
公
、
朱
晦
庵
先
生
之
遺
意
。
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
『
日
記
故
事
』
と
い
う
形
は
元
代
の
建
安
の
虞
詔
『
小
学
日
記
故
事
』
に
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
明
代
に
読
ま
れ
て
い
た
形
跡
を
探
る
と
、
唐
順
之
『
荊
川
先
生
文
集
』
巻
1
5
、
盛
儒
人
墓
志
銘
に
は
、
蘇
州
太
倉
の
人
で
嘉
靖
年
間
の
顧
存
仁
の
妻
盛
氏
が
家
庭
内
で
読
ん
で
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
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ま
た
、
黄
儒
柄
『
続
南
雍
志
」
巻
三
、
隆
慶
三
年
正
月
乙
丑
の
記
事
は
、
隆
慶
年
間
の
援
例
監
生
に
つ
い
て
、
た
だ
書
物
の
暗
諦
と
習
字
を
教
わ
っ
て
『
孝
順
事
実
」
や
『
日
記
故
事
」
な
ど
を
説
明
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
け
で
あ
り
、
学
問
の
向
上
を
期
待
し
て
も
難
し
い
と
い
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
具
体
的
な
読
者
の
像
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
知
識
階
層
の
婦
人
や
援
例
監
生
と
い
っ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
、
さ
ほ
ど
高
級
で
は
な
い
平
易
な
読
み
物
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
そ
れ
を
裏
書
す
る
か
の
よ
う
に
万
暦
以
降
に
は
巻
数
が
少
な
く
な
っ
た
上
図
下
文
の
形
式
（
全
相
本
）
の
も
の
が
盛
行
し
た
。
ま
た
巻
頭
に
「
二
十
四
孝
」
を
置
い
た
版
本
も
多
く
つ
く
ら
れ
、
あ
る
種
の
童
蒙
書
、
幼
学
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
え
る
。
本
号
掲
載
の
大
澤
顯
浩
「
啓
蒙
と
挙
業
の
あ
い
だ
」
に
い
う
よ
う
に
、
も
と
も
と
童
蒙
の
書
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
末
に
は
白
話
に
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
る
読
者
層
を
想
定
し
た
「
新
註
便
蒙
演
説
日
記
故
事
』
な
ど
と
い
う
も
の
も
版
刻
さ
れ
て
い
た
。
十
九
世
紀
に
な
る
と
、
嘉
定
の
盟
中
溶
撰
『
二
十
四
孝
考
』
（
台
北
、
廣
文
書
局
影
印
、
　
一
九
八
一
）
道
光
十
五
年
の
序
に
は
、
　
　
世
俗
有
坊
刻
『
日
記
故
事
」
一
書
、
為
郷
里
塾
師
與
蒙
童
講
説
　
　
者
。
前
列
「
二
十
四
孝
」
、
始
於
虞
舜
、
終
於
宋
之
黄
山
谷
、
　
　
必
是
南
宋
以
後
人
所
為
。
　
と
あ
り
、
巻
首
に
「
二
十
四
孝
」
を
載
せ
た
『
日
記
故
事
」
が
、
郷
里
の
塾
師
が
蒙
童
に
講
説
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
っ
き
り
記
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
余
治
『
得
一
録
』
（
『
官
箴
書
集
成
』
第
八
冊
（
黄
山
書
社
、
一
九
九
七
）
の
記
す
清
節
堂
に
お
か
れ
た
義
学
大澤『鼎鐙國朝史記事實類編評繹日記故事』解題567
の
規
定
（
巻
十
之
三
、
「
義
学
章
程
」
塾
中
条
例
）
に
、
　
　
一
、
『
日
記
故
事
」
最
為
啓
蒙
善
本
、
務
須
毎
日
講
説
一
、
二
　
　
条
、
使
之
覆
講
。
近
時
又
有
『
学
堂
日
記
」
、
『
学
堂
講
語
』
等
　
　
書
。
皆
孝
子
悌
弟
善
悪
果
報
故
事
、
均
宜
日
與
講
解
、
偉
知
修
　
　
身
侃
服
。
と
あ
る
よ
う
に
清
末
の
義
学
で
も
読
ま
れ
、
『
学
堂
日
記
」
と
い
う
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
作
ら
れ
て
い
る
。
『
宝
巻
』
初
集
第
三
十
九
冊
（
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四
）
に
、
『
学
堂
日
記
故
事
図
説
」
一
巻
（
光
緒
二
十
七
年
刊
本
景
印
本
）
が
収
め
ら
れ
る
が
、
同
治
七
年
序
の
あ
る
清
末
の
編
纂
で
上
文
下
図
の
主
に
明
清
の
故
事
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
現
在
知
ら
れ
る
虞
紹
『
小
学
日
記
故
事
』
に
は
以
下
の
版
本
が
あ
り
、　
㈲
『
新
刊
大
字
分
類
校
正
日
記
大
全
』
存
九
巻
、
全
相
本
、
虞
詔
　
　
纂
集
、
熊
大
木
校
註
、
嘉
靖
二
十
一
年
序
、
蓮
台
木
記
「
壬
寅
　
　
年
重
加
校
／
正
整
新
刊
梓
行
」
（
『
中
国
古
代
版
画
叢
刊
』
2
、
　
　
上
海
古
籍
出
版
社
、
　
一
九
八
八
）
　
㈲
『
新
増
圖
像
小
學
日
記
大
全
』
十
巻
、
全
相
本
、
虞
詔
纂
集
、
　
　
管
胸
増
校
、
嘉
靖
丙
寅
朝
鮮
刊
本
、
巻
末
木
記
「
勤
有
書
堂
新
　
　
刊
」
蓮
台
木
記
「
四
字
堂
錦
渓
刊
」
（
名
古
屋
　
蓬
左
文
庫
蔵
）
㈲
㈲
に
つ
い
て
は
、
橋
本
草
子
「
『
日
記
故
事
』
の
版
本
に
つ
い
て
」
（『
l
文
論
叢
』
4
6
、
一
九
九
八
）
に
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
「
日
記
故
事
」
と
い
う
題
目
を
掲
げ
る
も
の
に
　
　
回
『
日
記
故
事
』
二
巻
、
嘉
靖
四
十
五
年
丙
寅
朱
天
球
序
、
（
台
　
　
北
　
國
家
圖
書
館
蔵
）
が
あ
る
。
回
は
無
図
で
、
八
行
二
十
字
、
四
周
単
辺
白
口
単
魚
尾
の
も
の
。
『
小
学
日
記
故
事
」
の
歴
耕
老
農
「
日
記
故
事
序
」
が
、
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
。
朱
天
球
は
福
建
樟
浦
の
人
で
嘉
靖
二
十
九
年
進
士
、
そ
の
巻
末
の
「
刻
日
記
故
事
序
」
に
よ
る
と
山
東
で
社
学
を
興
し
『
小
学
』
と
『
日
記
故
事
』
を
頒
布
し
た
と
あ
る
。
以
上
は
い
ず
れ
も
嘉
靖
年
間
の
も
の
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
『
日
記
故
事
』
と
い
う
呼
び
方
を
す
る
も
の
の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
葉
盛
『
水
東
日
記
」
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
　
他
に
、
図
集
の
写
真
で
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
万
暦
に
入
っ
て
鳳
陽
で
刊
刻
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
　
⑥
『
日
記
故
事
』
二
冊
、
万
暦
七
年
（
一
五
七
九
）
臨
濠
書
舎
刊
　
　
本
こ
の
版
本
の
書
影
は
周
蕪
『
徽
派
版
画
史
論
集
』
（
安
徽
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
）
や
張
国
標
『
徽
派
版
画
芸
術
』
（
安
徽
美
術
出
版
社
、
一
九
九
六
）
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
周
蕪
の
解
説
に
よ
れ
ば
巻
下
一
冊
の
み
を
存
す
る
安
徽
省
図
書
館
所
蔵
の
全
相
本
（
上
図
下
文
本
）
で
あ
る
が
、
文
だ
け
の
箇
所
も
あ
る
ら
し
い
。
廉
潔
と
あ
る
清
恐
人
知
（
晋
胡
威
）
、
飲
泉
不
貧
（
晋
呉
隠
之
）
、
独
以
官
貧
（
唐
房
彦
謙
）
の
条
の
図
版
の
他
に
、
巻
末
の
魁
星
を
描
い
た
書
影
が
あ
げ
ら
れ
、
蓮
台
木
記
に
「
萬
暦
己
卯
秋
／
臨
濠
書
舎
刻
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
日
記
故
事
巻
之
下
」
と
み
え
て
い
る
。
　
そ
の
後
、
万
暦
以
降
に
な
る
と
、
福
建
や
徽
州
で
の
刊
本
が
多
く
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残
っ
て
お
り
、
橋
本
氏
の
前
掲
論
文
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
便
覧
聯
輝
日
記
故
事
』
三
巻
（
内
閣
文
庫
三
六
七
－
七
二
）
や
『
初
頴
日
記
故
事
』
（
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
）
、
『
便
覧
興
賢
日
記
故
事
』
四
巻
、
万
暦
三
十
九
年
刊
（
内
閣
文
庫
三
六
七
　
七
三
）
と
い
う
よ
う
な
角
書
が
加
わ
っ
た
も
の
が
多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
『
詩
選
』
系
二
十
四
孝
の
二
孝
子
田
眞
、
張
孝
張
禮
を
仲
由
、
江
革
に
改
変
し
た
所
謂
『
日
記
故
事
」
系
「
二
十
四
孝
」
を
巻
首
に
掲
げ
る
も
の
が
現
れ
る
。
　
そ
れ
ら
の
中
で
年
代
が
は
っ
き
り
す
る
最
も
早
い
も
の
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
万
暦
三
十
九
年
刊
『
新
鑑
徽
郡
原
板
校
正
糟
像
註
繹
便
覧
興
賢
日
記
故
事
』
四
巻
（
内
閣
文
庫
三
六
七
－
七
三
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
所
蔵
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
日
本
に
も
多
く
も
た
ら
さ
れ
、
和
刻
本
も
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
至
る
ま
で
各
種
出
版
さ
れ
た
。
基
本
的
な
内
容
は
虞
詔
の
『
小
学
日
記
故
事
』
を
も
と
に
節
略
し
た
も
の
と
い
え
る
が
、
明
末
の
万
暦
三
十
二
年
重
刊
『
重
刻
聯
封
便
蒙
圖
像
七
寳
故
事
大
全
』
二
十
巻
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
）
な
ど
の
よ
う
に
、
『
日
記
故
事
」
と
は
称
さ
な
い
が
、
新
し
く
故
事
を
編
纂
し
直
し
た
も
の
も
存
在
す
る
。
　
こ
の
『
鼎
鍍
國
朝
史
記
事
實
類
編
評
繹
日
記
故
事
』
四
巻
も
上
述
の
よ
う
な
万
暦
時
期
の
『
日
記
故
事
」
の
再
編
纂
の
動
き
と
並
行
し
て
、
虞
紹
以
来
の
『
日
記
故
事
』
の
体
裁
を
借
り
て
、
万
暦
初
ま
で
の
本
朝
（
明
朝
）
の
故
事
を
分
類
収
録
し
、
教
化
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
一
種
の
啓
蒙
書
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
註
（
1
）
　
長
澤
規
矩
也
「
元
明
編
刊
の
故
事
集
に
つ
い
て
」
（
『
長
澤
規
矩
也
　
　
著
作
集
』
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
　
一
九
八
三
、
原
載
『
書
誌
学
』
　
一
　
　
六
－
二
、
一
九
四
一
）
。
（
2
）
　
窟
家
豪
「
明
代
太
学
中
的
援
例
監
生
」
（
『
広
東
社
会
科
学
』
二
〇
　
　
〇
一
－
六
）
所
引
『
続
南
雍
志
』
巻
三
、
隆
慶
三
年
正
月
乙
丑
。
（
3
）
　
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵
『
新
増
註
釈
演
説
二
十
四
孝
故
事
』
　
　
五
巻
（
O
］
p
一
b
「
∩
ユ
の
”
ω
b
⊇
Q
Q
刈
）
、
巻
二
の
題
に
は
「
新
註
便
蒙
演
説
日
記
　
　
故
事
」
と
あ
る
。
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